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運行ルート

実証運行の概要

運行区間
【6～８時台・17～19時台】エクレール一番館⇔岩槻駅西口

【9～16時台】エクレール四番館⇔岩槻駅西口⇔丸山記念総合病院

運行日時 月曜日から金曜日までの平日6時台から19時台まで
※祝日、年末年始（12月29日～1月3日まで）の運行はしない。

運行頻度

【6～8時台・17～19時台】
11便/日（30分間隔）：※下図空色のルート

【9～16時台】
8便/日（1時間間隔） ：※下図橙色のルート

車両 ワンボックス車両（乗客定員：9人※）
※ 満車時は、予備車両として普通タクシーが運行。

運賃 200円/回

運行期間 実証運行として1年間（H31.1.29～R２.1.28）

事業者 株式会社さいたま福祉サービス

沿線自治会
並木町自治会、エクレール岩槻自治会、岩槻スカイハイツ自治会、加倉坂下自治会、
加倉住宅自治会、西原台自治会、西本町自治会、岩槻西部自治会、岩槻第一区自治会、
岩槻第二区自治会、新町自治会、栄町自治会、加倉第一自治会

＜加倉坂下フリー乗降区間について＞
• 加倉坂下フリー乗降区間のエリアは通過交通がほとんどなく、交通量も少

ないため、警察と事前に協議しフリー乗降とした。
• フリー乗降を運用していく中で、現在は1か所に集まって乗降している状

況が多く見られる。
• 当面フリー乗降で運用する予定であるが、引き続き地域組織や事業者と検

討していきたい。



2. 利用者アンケート概要

主な利用目的

ｴｸﾚｰﾙ四番館

～加倉住宅

（N=18.2）

高橋医院前～

ﾔｵｺｰ岩槻西町店

（N=13.6）

岩槻駅西口

（N=120.1）

児童ｾﾝﾀｰ～

丸山記念総合病院

（N=8.1）

通勤・通学 33.2% 0.9% 21.3% 13.7%

買物 32.8% 69.9% 30.6% 36.3%

食事・社交 1.4% 4.1% 6.2% 2.7%

通院 6.7% 22.2% 17.9% 40.4%

習い事・ﾚｼﾞｬｰ等 0.0% 0.4% 9.6% 2.7%

業務 11.0% 1.0% 3.4% 1.7%

その他 14.9% 1.5% 11.0% 2.5%

利用目的地へ行くために降りた停留所

利用したい

98.2%

未回答・不明

1.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

かなり増えた

13.4%

少し増えた

39.6%

変わらない

40.9%

未回答・不明

6.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小、中学生

3.1%

16～19歳

0.6%

20～39歳

9.1%

40～59歳

25.0%

60～64歳

11.6%

65～74歳

25.6%

75歳以上

22.6%

未回答・不明

2.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1. 実証運行の利用状況
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• 乗合タクシーの利用者は、平均106.4人/日であり、収支率

40%達成の目標利用人数である96人/日を上回っている。

• 乗合タクシーの利用者は、実証運行開始後から増加傾向にある。

①月別・全期間※1平均利用者数

※1 利用者数×200円
※2 人件費、燃料費等の運行維持費で、車両償却費等の初期費用は含まない

② 実証運行の収支率

• １年目前半（H31.1.29～R1.7.28）の実績の収入に基づく収

支率は43.9%であり、本格運行への要件である収支率40%を超

えている。

2

実証運行

1年目前半

（2019.1.29～
2019.7.28）

①収入
実績 2,460千円

（割引を考慮しない※１） （2,552千円）

②運行経費※2 5,605千円

③収支率

（＝①/②）

実績 43.9%

（割引を考慮しない※１） （45.5%）

岩槻区並木・加倉地区乗合タクシーの本格運行への移行について

※1 H31.1.29～R1.7.28

• 利用者は65歳以上の高齢者が約5割を占め

ている。

• 岩槻駅西口で下車し、目的地に向かう利用者

が最も多いが、利用目的は買物や通勤・通学、

通院など、幅広い。

• 乗合タクシーの運行により、約5割の利用者

の外出回数が増えており、ほぼすべての利用

者が引き続き利用したいと回答している。

※アンケート実施期間：R1.7.12～7.31

3.収支率向上のための取り組み

• 地域組織において利用促進の取り組みが行わ

れている。

4. まとめと提案

• 実証運行1年目前半の6か月間で、収支率は43.9%と、本格運行への要件である収支率40%を

超えている。

• 今後も継続的な利用が見込まれるため、本格運行へ移行したい。

＜利用促進活動＞
• 名刺サイズの時刻表の作成
• 乗合タクシーの利用実績の状況や、乗合タクシーの円

滑な運行を維持するための注意喚起などを記載した
「推進ニュース」を掲示

＜車両の愛称等の検討＞
• 親しみやすい車両の愛称やラッピングデザインを採用

平均106.4人
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並木・加倉地区乗合タクシー
らくらく号 チラシ

並木・加倉地区 乗合タクシー
らくらく号 車両

① 属性

③ 外出回数の変化

④ 今後の利用意向

② 主な利用目的と下車する停留所

※複数回答の場合は按分により調整
※未回答・不明：4票

収支率
40%以上

推進ニュース

名刺サイズの時刻表

（N＝164）

（N＝164）

（N＝164）


